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此花西部臨港緑地エリアは、ユニバーサル・スタジオ・ジャパンに隣接し、年間1400万人を超える
集客エリアであるとともに、対岸の天保山エリアには、世界最大級の水族館である海遊館や大型客船
の発着する岸壁があります。
また、本エリアが位置する大阪港は、大阪港港湾計画（改訂）において、魅力的な観光・集客拠点

の形成と臨海部の活性化を図ることとされており、本エリアが位置する淀川水系西大阪ブロックは、
淀川水系西大阪ブロック河川整備計画において、水都大阪の中心である中之島エリアと夢洲を含むベ
イエリアとを結ぶ主要な舟運ルートとしてさらなる舟運の活性化を図ることとされています。
さらに、本エリアにほど近い此花区の夢洲においては、大阪・関西万博の開催を控え、さらには統

合型リゾート（ＩＲ）を含む国際観光拠点の形成に向けたまちづくりが進められようとしており、ま
さに此花区の臨海部は、大阪・関西全体の賑わいを押し上げる役割を担うことが期待されます。
大阪市におきましては、民間活力を導入し本エリアの持つこれらのポテンシャルを最大限に活かし、

臨海部全体の、ひいては大阪全体の賑わい創出や、舟運及び観光等のさらなる活性化を増進していき
たいと考えております。
そこで、地域の合意を図るため、準則第二十二第５項の協議会としての「此花西部臨港緑地エリア

水辺賑わいづくり協議会」の設立を呼びかけ、その設立の後、同協議会の議事を経、同協議会におき
まして全員合意のもと此花西部臨港緑地エリア水辺賑わいづくり構想を策定するに至りました。

令和３年１２月２４日
此花西部臨港緑地エリア水辺賑わいづくり協議会 運営委員長

大阪市 此花区長 髙橋 英樹
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Ⅰ．此花西部臨港緑地エリアのこれまでの経緯

①

H30.9. 台風21号による高潮で
流出したコンテナが漂着
（臨港緑地施設破損）

H7.1.

♦阪神淡路大震災

H30.9. 

♦台風21号

H16年度
休止

●此花西部臨港緑地整備
（大阪市港湾局）

H10～H14年度
緑地整備事業

H23年度
事業再々評価 事業休止中

H 9 ～ H14年度
スーパー堤防事業●河川管理者の安治川整備

（大阪府西大阪治水事務所）

H3 ～ H6年度
護岸耐震対策事業

H13.12.～
護岸変状及び沈下確認
（計測開始）

R3.12.22
河川構造物等審議会

護岸の安全性確認

（変位計測、原因調査）
（対策検討、試験施工）

②

H13.3.

★ユニバーサル・スタジオ・ジャパン開業

天保山大橋

①

②



① ②

ユニバーサルシティ駅まで
新大阪から 約16分
大阪/梅田から 約11分

Ⅱ．エリアの概要

③ ④ ⑤

未供用部供用部

大阪都心のビル群の
眺望が楽しめる

大阪港の眺望が楽しめる

未供用部未供用部供用部

ユニバーサル・シティ・ポート
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大阪都心のビル群の
眺望が楽しめる

1. 大阪都心部から近く、鉄道駅２駅からアクセス良好で希少な水辺空間が存在するが未活用
• 大阪市街地から電車で15～20分、最寄り駅から徒歩5分で水辺空間にアクセスが可能
• 臨港緑地の現状は、遊歩道施設等の破損や未整備箇所があり、大半が未供用となっており水辺へのアクセスができない。
ユニバーサル・スタジオ・ジャパンやシティウォークとの相乗効果が発揮されず、また、大阪都心や大阪湾を眺望でき
る好立地特性も活かされていない状況

〔水辺空間の現状〕

安治川
③

④

ＵＳＪ

⑤

ユニバーサル・スタジオ・ジャパン

桜島駅

②

①

ユニバーサル・シティ・ポート
（舟運）



Ⅱ．エリアの概要

〔臨港緑地未供用部の現状〕
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